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社
会
的
に
ニ
ー
ズ
が
高
い

「
臨
床
工
学
技
士
」
を
育
成

今
日
我
が
国
で
は
、
医
療
技
術

の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
に
よ
り
、
平

均
寿
命
や
乳
児
死
亡
率
等
で
見
れ

ば
、
世
界
最
高
水
準
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
支
え
る
ベ
ッ
ド

当
た
り
の
医
療
従
事
者
の
数
は
十

分
と
は
い
え
ず
、
特
に
質
の
高
い

医
療
を
保
証
す
る
医
療
機
器
は
ま

す
ま
す
高
度
化
し
、
よ
り
専
門
的

な
医
学
的
知
識
と
工
学
的
知
識
を

兼
ね
備
え
た
人
材
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

高
度
な
医
療
機
器
を
扱
う
「
臨
床

工
学
技
士
」
が
国
家
資
格
と
し
て

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
充

足
率
は
ま
だ
ま
だ
十
分
で
な
く
専

門
ス
タ
ッ
フ
配
置
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
医
療
現
場
で
求
め
ら

れ
る
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
本
学
工
学
部
は
確
た
る
理
念

の
も
と
に
教
育
・
研
究
を
推
進
し
、

「
臨
床
工
学
技
士
」
国
家
試
験
の

受
験
資
格
を
得
る
こ
と
を
目
指
し

た
「
医
療
電
子
コ
ー
ス
」
を
工
学

部
※
電
気
電
子
工
学
科
に
新
た
に

設
置
し
ま
す
。

大
学
の
理
念
を
推
進

７１
年
、
本
学
の
創
立
３０
周
年
を

記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
体
育
館
の

玄
関
に
は
、「
人
類
愛
の
存
す
る

と
こ
ろ
技
術
へ
の
愛
も
ま
た
存
す

る
」
と
い
う
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
（
古

代
ギ
リ
シ
ア
の
先
哲
。
医
学
の

祖
・
医
術
の
父
と
い
わ
れ
る
）
の

言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
言
葉
は
、
０５
年
に
本
学
の
「
大

学
の
理
念
」
と
し
て
再
確
認
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

現
代
の
高
度
に
発
達
し
た
「
電

子
工
学
」
を
医
療
に
応
用
し
、
こ

れ
に
よ
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
人

間
の
命
を
救
う
こ
と
に
寄
与
す
る

こ
と
は
、
こ
の
意
味
で
本
学
の
理

念
に
一
致
し
、
ま
た
「
常
に
新
し

い
時
代
と
社
会
の
要
請
に
応
え

る
」
と
い
う
当
学
科
の
目
標
に
も

合
致
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
学
の
※
電
気
電
子
工
学
科
に

新
設
さ
れ
る
「
医
療
電
子
コ
ー

ス
」
の
特
徴
は
、
長
い
歴
史
を
有

す
る
「
電
気
工
学
」
と
「
電
子
工

学
」
の
教
育
・
研
究
シ
ス
テ
ム
を

基
盤
と
し
て
、
深
い
工
学
的
知
識

と
医
学
的
素
養
を
併
せ
持
っ
た
医

療
技
術
者
を
養
成
す
る
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。

本
学
の
「
医
療
電
子
コ
ー
ス
」

に
入
学
し
た
学
生
は
、
新
し
く
開

講
さ
れ
る
「
医
療
電
子
」
の
専
門

科
目
と
と
も
に
、「
電
気
工
学
」

や
「
電
子
工
学
」
の
専
門
科
目
の

履
修
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
電
気
・
医
療
機
器

メ
ー
カ
ー
等
へ
の
就
職
も
可
能
に

な
り
ま
す
。

※
平
成
１９
年
４
月
よ
り
名
称
変
更
予
定

「人の呼吸・循環・代謝に
かかわる生命維持管理装置の
操作および保守点検を仕事と
する医療職種」で、手術室や
集中治療室などの生命維持の
最前線で「人工心肺装置」、「血
液浄化装置」や「人工呼吸器」
などの最先端の医療機器の操
作にあたる専門家をいいます。
人の命を預かる重要な仕事で
あるため国家資格になってい
ます。
１９８７年に「臨床工学技士」
の国家資格制度ができて以来、
現在までに約２万人の「臨床
工学技士」が誕生しています。
しかし我が国の大病院におけ
る「臨床工学技士」の充足率
はまだ６割程度と低く、しか
も地域格差が著しく、長崎県
では２割程度といわれていま
す。
「臨床工学技士」がいない
中小病院では看護師が「臨床
工学技士」の業務を行わなけ
ればなりませんので、「臨床
工学技士」の早期充足が望ま
れています。
本学の「医療電子コース」

で所定の単位を取得した人は、
毎年３月に行われる「臨床工
学技士」国家試験の受験資格
を得ることができます。

平成１９年４月
開設予定

工
学
部
に

医
療
電
子
コ
ー
ス

カリキュラム

「臨床工学技士」とは

＜医療電子専門科目＞
・人の構造及び機能 ・解剖学 ・公衆衛生学 ・計測工学�、� ・臨床生理学 ・看護学 ・医学概論
・基礎医学及び同実習 ・病理学概論 ・薬理学 ・医用工学概論 ・生体物性工学 ・医療機械工学 ・放射線工学概論
・臨床医学総論�、�、� ・生化学 ・関係法規 ・医用物性工学 ・医用材料工学 ・医用機器概論
・医用機器安全管理学 ・免疫学 ・生体計測装置学 ・医用治療機器学 ・呼吸療法装置 ・体外循環装置
・血液浄化療法装置 ・医用機器安全管理学実習 ・医療情報 ・生体計測装置学実習 ・医用治療機器学実習
・呼吸療法装置実習 ・医用工学特別演習 ・体外循環装置実習 ・臨床医学特別演習・システム工学特別演習
・血液浄化治療装置実習 ・臨床実習
（但し「システム工学特別演習」、「臨床医学特別演習」および「臨床実習」の単位取得をもって「卒業研究」の単位に換える
ことができる）

＜学科共通科目＞
・総合科学フォーラム ・プログラミング基礎 ・プログラミング� ・電気工学基礎� ・電気回路�、�、�
・電気工学基礎� ・電磁気学�、�、� ・電気数学基礎 ・電気数学�、� ・電子工学基礎 ・アナログ回路�
・デジタル回路 ・プログラミング言語 ・電磁波工学 ・電気・電子計測 ・制御理論 ・電気・電子材料
・電波法規 ・インターンシップ ・電子デバイス基礎 ・コンピュータシステム� ・科学技術英語
・電気電子基礎実験 ・電気電子工学実験 ・卒業研究

＜電気電子専門科目＞
・電気機器� ・電気機器� ・エネルギー変換工学�、� ・パワーエレクトロニクス�、� ・送配電工学�、�
・高電圧工学 ・電気法規 ・電気施設管理 ・電気製図 ・電気工学実験 ・電子物理 ・半導体デバイス�、�
・コンピュータシステム� ・情報通信工学�、� ・無線工学 ・電子工学特論 ・電子工学実験 ・情報工学
・情報工学演習 ・システム工学

＜総合基礎科目＞
一般教育系科目 保健体育系科目 外国語系科目 基礎科目
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長崎総合科学大学工学部※電気電子工学科に、新たに「医療電子コース」が開設されることを、心
からお慶び申し上げますとともに私の期待を述べさせていただきます。
１９８７年に「臨床工学技士法」が施行され、今年で１９年になります。現在約２万人の「臨床工学技士」
がいますが、その充足率は全国平均で約６割、地方によって差があって、長崎県では約２割といわれ
ています。
長崎県に「臨床工学技士」が少ない理由の一つは「臨床工学技士」の養成機関がないからであり、
その意味からこの度、長崎総合科学大学に「医療電子コース」が開設され、そこで所定の単位を修得
した学生に「臨床工学技士」の国家試験受験資格が与えられることは、本県の医療機関にとっても、
患者さんにとっても誠に喜ばしいことだと思います。
医療技術は電子工学の発展に支えられてますます進歩し、大変高度なものとなりました。そのおか
げで我が国が世界一の長寿国になれたことは嬉しい限りですが、高度になったがゆえに「臨床工学技
士」の不足によって患者さんが十分な医療サービスを受けられないとすると、それはゆゆしき問題と
いわざるをえません。
医療技術が進歩すればするほど、私ども医療機器を取り扱う「臨床工学技士」には医学的知識は勿
論、より高度な工学的知識が要求されるようになってきています。この度、「医療電子コース」が開
設されることは大変大きな意味があり、豊かな感性と工学的知識を備えた「臨床工学技士」が養成さ
れることを心から期待いたします。 ※平成１９年４月より名称変更予定

◆プログラム

●講演 吉野 勝美「最近の医療と電子工学の接点」
小柳 光正「脳のはたらきと医療電子技術」
犬伏 俊郎「ＭＲ画像法の進歩」
谷山絋太郎「新技術創出と医工連携」

●パネルディスカッション
「医療技術・機器の発展とＣＥ・ＭＥの育成を考える」

「医療電子コース」開設に期待する

長崎県臨床工学技士会

会長 有 吉 正 一

医療電子コース開設記念シンポジウム
～医・工連携に向けて～

参加無料

たにやまこう た ろう

谷山絋太郎 氏
長崎大学理事、
�長崎ＴＬＯ代表
取締役社長
元長崎大学大学院
医歯薬学総合研究
科長
医学博士

いぬぶし としろう

犬伏 俊郎 氏
滋賀医科大学ＭＲ
医学総合研究セン
ター教授
日本磁気共鳴医学
会会長
工学博士

こ やなぎ みつまさ

小柳 光正 氏
東北大学大学院工
学研究科バイオロ
ボティクス専攻教
授
本学客員教授
工学博士

よし の かつ み

吉野 勝美 氏

工学部電気電子情
報工学科教授
大阪大学名誉教授
工学博士

長崎総合科学大学入試広報課広報係
〒８５１-０１９３ 長崎県長崎市網場町５３６
●TEL ０９５-８３８-５１３１
●FAX ０９５-８３９-３１１３
●E-mail pr@office.nias.ac.jp

お問合せ

◆日時

１１月２５日�
開場／１３：００ 開演／１３：３０
終演／１６：００

◆会場

長崎県医師会館
〒８５２-８５３２ 長崎市茂里町３-２７
ＴＥＬ ０９５-８４４-１１１１
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川川口口氏氏のの略略歴歴

その他に紹介された構造物

第１回

７／１５�

建

築

第
一
部
基
調
講
演

川口 衞氏

第
二
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

学長
林 一馬

演
題
「
構
造
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」

講
師

川
口

衞
氏

デ
ザ
イ
ン
す
る

デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い
う
の
は
広
い
意
味
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、
人
間
に
と
っ
て
意
義
の
あ

る
も
の
を
創
造
し
て
い
く
と
言
う
こ
と
で
は
共

通
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
私
が
構
造
を
ど
う
い
う
風
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
き
た
か
、
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
、
構

造
に
対
す
る
私
の
も
の
の
考
え
方
み
た
い
な
も

の
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
有
難
い
と
思
い
ま

す
。

「
原
爆
の
子
の
像
」
の
台
座

広
島
に「
千
羽
鶴
の
塔
」「
原
爆
少
女
の
塔
」

と
も
言
わ
れ
る
像
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
少
女
の

像
は
彫
刻
家
の
菊
池
一
雄
さ
ん
が
作
り
、
そ
れ

を
支
え
る
台
は
私
の
最
初
の
構
造
設
計
で
す
。

と
に
か
く
長
持
ち
す
る
も
の
で
な
い
と
い
け
な

い
と
考
え
、
二
つ
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。
非
常

に
細
い
部
分
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
回
る
よ
う

に
三
ツ
割
に
し
、
工
場
で
各
部
を
造
る
こ
と
で
、

硬
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
仕
上
が
る
。
も
う
一
つ

は
少
し
贅
沢
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ス
テ
ン
レ
ス

の
塊
の
く
つ
を
は
か
せ
ま
し
た
。
小
火
が
２
〜

３
回
あ
り
ま
し
が
、
い
ま
だ
に
健
全
な
格
好
で

残
っ
て
い
ま
す
。

国
立
代
々
木
競
技
場

丹
下
健
三
先
生
の
設
計
で
代
々
木
に
あ
る
二

つ
の
競
技
場
で
す
。
覆
っ
て
い
る
屋
根
の
構
造

原
理
が
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
。
ち
ょ
う
ど
吊
り
橋

の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
が
、
吊
っ
て
い

る
概
念
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
。
あ
た
か
も
日

本
の
昔
か
ら
あ
る
お
寺
の
大
屋
根
の
よ
う
な
、

そ
う
い
う
感
覚
に
仕
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
西

洋
の
合
理
性
、
合
理
主
義
か
ら
い
う
と
異
色
な

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま

だ
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
の
建
築
家
は
必
ず

代
々
木
を
見
学
に
来
る
。
そ
う
い
う
デ
ザ
イ
ン

的
な
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
世
界
で
初
め
て
、

大
々
的
に
構
造
と
し
て
鋳
鋼
を
つ
か
っ
た
例
で

も
あ
り
、
ま
た
、
振
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
も
つ
け
て
い
ま
す
。

巨
大
鯉
の
ぼ
り

鯉
の
ぼ
り
は
日
本
人
に
と
っ
て
は
馴
染
み
の

も
の
で
す
が
、
こ
の
鯉
の
ぼ
り
を
作
っ
て
い
る

町
の
一
つ
に
埼
玉
県
の
加
須
と
い
う
町
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
は
武
州
鯉
の
木
綿
の
生
産
地
で
す

が
、
化
繊
に
追
わ
れ
、
だ
ん
だ
ん
町
が
寂
れ
て

き
た
の
で
、
青
年
会
議
所
が
一
念
発
起
し
て
町

お
こ
し
に
ジ
ャ
ン
ボ
鯉
の
ぼ
り
を
作
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
。
住
民
参
加
で
作
っ
た
が
、
吊

り
上
げ
た
と
た
ん
に
壊
れ
た
。
ど
う
し
て
も
泳

が
せ
た
い
と
流
体
力
学
や
応
用
数
学
の
先
生
を

経
て
最
終
的
に
私
の
所
へ
依
頼
が
き
た
。
ま
ず

い
っ
た
い
こ
の
で
か
い
鯉
が
泳
ぐ
の
か
。
泳
ぐ

と
し
た
ら
ど
れ
ぐ
ら
い
の
風
速
か
と
い
う
問
題
。

次
元
解
析
、
風
洞
実
験
、
壊
れ
た
鯉
の
一
部
を

と
っ
て
き
て
布
の
テ
ス
ト
を
し
ま
し
た
。
布
そ

の
も
の
は
十
分
な
耐
力
が
あ
る
が
、
縫
い
目
は

素
人
が
縫
っ
た
の
で
全
部
力
不
足
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
工
業
用
ミ
シ
ン
で
縫
い
直
し
た
。

口
輪
を
取
り
付
け
、
ク
レ
ー
ン
で
静
か
に
持
ち

上
げ
、
口
か
ら
空
気
が
入
っ
て
離
陸
。
空
を
泳

ぐ
姿
は
実
に
壮
大
で
し
た
。

今
年
の
５
月
、
サ
ッ
カ
ー
の
Ｗ
杯
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
ド
イ
ツ
の
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ

ル
ン
で
も
こ
の
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
ま
し
た
。

演
題
「
建
築
・
構
造
・
技
術
」

○
パ
ネ
リ
ス
ト

川
口

衞
氏

安
達

守
弘
（
工
学
部
建
築
学
科
教
授
）

安
井

信
行
（
工
学
部
建
築
学
科
助
教
授
）

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

林

一
馬
（
本
学

学
長
）

な
ぜ
構
造
の
分
野
に

川
口

私
は
父
親
の
死
去
に
よ
り
１８
才
で
家
業

の
お
ふ
ろ
屋
を
継
ぎ
ま
し
た
。
家
業
を
し
な
が

ら
地
元
の
福
井
大
学
へ
通
い
、
そ
こ
で
恩
師
の

吉
田
宏
彦
先
生
と
出
会
う
。
非
常
に
才
能
豊
か

な
先
生
に
め
ぐ
り
合
っ
て
、
建
築
や
構
造
の
こ

と
が
好
き
に
な
っ
た
。

安
達

単
純
な
理
由
で
す
。
私
は
絵
が
書
け
な

く
て
、
設
計
製
図
の
点
が
最
低
で
し
た
。
間

違
っ
て
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
は
な
れ
な
い
と
自
覚

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
潜
在
的
な
理
由
で
す

か
ね
。
消
極
的
受
身
の
形
で
す
。

安
井

大
学
２
年
生
の
時
、
恩
師
の
井
上
一
朗

先
生
に
出
会
う
。
構
造
力
学
の
演
習
の
際
に
例

題
が
理
解
で
き
て
面
白
く
な
り
、
４
年
生
に

な
っ
て
先
生
の
研
究
室
に
入
っ
た
こ
と
。

公公開開講講演演会会をを開開催催中中。。
既既にに開開催催ししたた第第一一回回
講講演演会会のの一一端端をを紹紹介介
ししまますす。。

３２
年

福
井
県
福
井
市
生
ま
れ

５５
年

福
井
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業

５５
年

東
京
大
学
大
学
院
、
建
築
構
造
学
専
攻

６６
年

工
学
博
士
（
東
京
大
学
）

６０
年

法
政
大
学
工
学
部
建
築
学
科
に
勤
務
、
講
師
、

助
教
授
を
経
て
、
現
在
名
誉
教
授

６５
年

川
口
衞
構
造
設
計
事
務
所
を
主
宰

●松本の家（個人の自宅）
●ゆかり文化幼稚園
●EXPO'７０お祭り広場
●サン・ジョルジスポーツ
パレス
●なみはやドーム
●栃木県グリーンスタジアム
●イナコスの橋
●鬼石町多目的ホール
●姶良町体育館

原爆の子の像

代々木競技場

鯉のぼり

安達 守弘
教授
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安井 信行
助教授

技
術
と
耐
震
偽
装
の
問
題
な
ど

安
井

Ｔ
Ｖ
な
ど
か
ら
「
性
善
説
」
と
い
う
言

葉
が
聞
こ
え
て
き
た
が
、
確
認
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
本
来
、
性
善
説
で
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
第
三
者
機
関
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
と
い
う
方
向
性
は
良
い
と
思
う
。

安
達

ま
っ
た
く
驚
き
ま
し
た
。
私
は
、
構
造

計
画
の
段
階
で
は
、
計
算
尺
ひ
と
つ
で
、
ひ
た

す
ら
手
計
算
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
難
し
い

ソ
フ
ト
で
計
算
し
た
確
認
図
書
で
も
、
計
算
尺

で
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
は
ず
。
倫
理
と
は

個
人
の
心
の
問
題
。『
優
秀
な
構
造
技
術
者
の

前
に
社
会
的
常
識
人
で
あ
れ
』
と
言
い
た
い
。

川
口

前
向
き
で
効
果
的
な
施
策
が
な
い
か
。

設
計
者
自
ら
が
能
力
を
開
発
し
自
己
規
制
を
す

る
。
国
は
規
制
で
は
な
く
、
良
い
仕
事
を
奨
励

す
る
工
夫
を
行
い
、
構
造
設
計
家
の
質
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

講演会の様子はWebから視
聴できます。
http://www.nias.ac.jp/public
/index.html

第２回

情

報

１０／２３
（月）

◇
基
調
講
演

演
題
「Ｈ

ｅ
Ａ
ｒ
ｔ
２００６

―
長
崎
の
未
来
」

講
師

伊
東

順
二
氏

（
長
崎
県
美
術
館
長
・
富
山
大
学
教
授
）

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

演
題
「
長
崎
発
・
情
報
維
新
」

○
報
告

池
末

純
一
（
情
報
学
部
知
能
情
報
学
科
教
授
）

○
パ
ネ
リ
ス
ト

伊
東

順
二
氏

岡
部

ま
り
（
タ
レ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

池
末

純
一

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

瀧
山

龍
三
（
情
報
学
部
長
）

第４回

環

境

１２／２
（土）

◇
基
調
講
演

◎
演
題
「
２１
世
紀
を
担
う
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

講
師

牛
山

泉
氏

（
足
利
工
業
大
学
副
学
長
・
日
本
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会

前
会
長
・
日
本
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
会
長
）

◎
演
題
「
バ
イ
オ
マ
ス
が
地
球
を
救
う
」

講
師

坂
井

正
康

（
人
間
環
境
学
部
環
境
文
化
学
科
教
授
）

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

演
題
「
緑
の
２１
世
紀
を
め
ざ
し
て
」

○
パ
ネ
リ
ス
ト

牛
山

泉
氏
、
柴
田

昌
明
氏

高
塚

汎
氏
、
坂
井

正
康

村
上

信
明

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

藤
川

卓
爾
（
工
学
部
長
）

第５回

エ
ネ
ル
ギ
ー

１２／９
（土）

◇
基
調
講
演

演
題
「
豪
華
客
船
―
作
る
楽
し
み
。
乗
る
楽
し
み
」

講
師

福
島

昭
二
氏

（
日
本
船
舶
海
洋
工
学
会
副
会
長
・
三
菱
重
工
業
�
長
崎

造
船
所
特
別
顧
問
）

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

演
題
「
２１
世
紀
の
海
を
拓
く
船
を
造
る
」

○
報
告

池
上

国
広
（
工
学
部
船
舶
工
学
科
教
授
）

中
尾

浩
一
（
工
学
部
船
舶
工
学
科
助
教
授
）

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

慎

燦
益
（
常
務
理
事
、
工
学
部
船
舶
工
学
科
教
授
）

第６回

海
・
船

会会
場場

長
崎
県
美
術
館
ホ
ー
ル

１１／２５
（土）

◇
基
調
講
演

演
題
「
ゴ
ミ
問
題
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

講
師

高
月

紘
氏

（
石
川
県
立
大
学
教
授
・
環
境
漫
画
家
）

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

演
題
「
環
境
・
ご
み
・
ラ
イ
フ
」

○
パ
ネ
リ
ス
ト

高
月

紘
氏

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
バ
ー
ク
ガ
フ
ニ

（
人
間
環
境
学
部
環
境
文
化
学
科
教
授
）

石
橋

康
弘
（
人
間
環
境
学
部
環
境
文
化
学
科
教
授
）

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

横
山

正
人
（
人
間
環
境
学
部
長
） 経

営

第３回

１１／１０
（金）

◇
基
調
講
演

演
題
「
興
せ
！
フ
ィ
ー
ル
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

―
企
業
を
、
社
会
を
強
く
す
る
」

講
師

伊
東

千
秋
氏

（
富
士
通
�
代
表
取
締
役
副
社
長
）

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

演
題
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
」

○
報
告
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

平
坂

敏
夫
（
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科
教
授
）

○
パ
ネ
リ
ス
ト

伊
東

千
秋
氏
ほ
か

２１
世
紀
科
学
・
技
術
・
文
化
の
最
前
線

公
開
講
座

講 師

林田 滋
（工学部船舶工学科教
授）

安田 元一
（情報学部知能情報学科
教授）

金子 照之
（人間環境学部環境文化
学科助教授）

村田 明久
（工学部建築学科教授）

鮫島 和夫
（工学部建築学科教授）

平坂 敏夫
（情報学部経営情報学科
教授）

横山 正人
（人間環境学部長環境文
化学科教授）

テーマ

夢開くソーラーボート

自律分散システムとロボット

数による抽象的ＣＧ

町屋再生の都市づくり

坂のまち再生への取り組み

情報技術と経営革新

地域福祉と情報環境

開講月日

１１月１６日

１１月３０日

１２月７日

１２月１４日

１月１１日

１月１８日

１月２５日

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

講 師

藤川 卓爾
（工学部長・機械工学科
教授）

村上 信明
（工学部機械工学科教
授）

坂井 正康
（人間環境学部環境文化
学科教授）

奥野 公夫
（工学部電気電子情報工
学科教授）

奥村 典男
（工学部電気電子情報工
学科教授）

藤井 光広
（工学部基礎教育セン
ター教授）

池上 国広
（工学部船舶工学科教
授）

テーマ

エネルギーと環境

地球温暖化とその対策

化石燃料から新エネルギーへ

原子の世界から
ダイヤモンド気相合成へ

燃料電池について

ナノカーボンの応用技術

海洋開発の現状と将来展望

開講月日

９月２８日

１０月５日

１０月１２日

１０月１９日

１０月２６日

１１月２日

１１月９日

１

２

３

４

５

６

７

１７：３０～１９：３０

１３：３０～１７：００

毎週木曜日 １８：００～１９：３０／会場：出島交流会館２F（県立美術館そば）

１３：３０～１７：００

１４：００～１７：００

１４：００～１７：００

会場の様子
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TOPICSTOPICS

TOPICSTOPICS

TOPICS

TOPICS

父
母
懇
談
会
終
え
る

1

奥
村
教
授
の
研
究
課
題
が
採
択

2

奥村典男教授

尾
崎
君

「
携
帯
芸
術
部
門
」入
賞

3

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

開
催

4

大
学
へ
の
訪
問
者

5

６
月
１０
日
の
長
崎
会
場
を
皮
切
り
に
最
終
１０

月
７
日
の
沖
縄
会
場
ま
で
、
１１
会
場
に
延
べ

４
５
１
人
の
保
護
者
と
一
部
学
生
が
参
加
し
て

父
母
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
科
の
教
員
が
会
場
へ
出
向
き
、
学
生
の
生

活
状
況
や
履
修
、
成
績
、
就
職
活
動
状
況
な
ど
、

資
料
を
基
に
保
護
者
と
面
談
を
行
い
ま
し
た
。

本
学
の
父
母
懇
談
会
は
、
７９
年
に
第
１
回
目

を
開
催
し
て
以
来
、
２７
年
続
け
て
き
ま
し
た
。

学
科
の
教
員
と
直
接
面
談
で
き
、
ま
た
、
保
護

者
間
の
情
報
交
換
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が

で
き
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

■
０６
年
度
父
母
懇
談
会
の
開
催
地

長
崎
（
二
回
）、
佐
世
保
、
佐
賀
、
福
岡
、

宮
崎
、
鹿
児
島
、
沖
縄
、
神
戸
、
松
山
、
山
口

８
月
２３
日
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興

機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
総
合
支
援
事
業
と
し
て
、
シ
ー
ズ
発
掘
試
験

に
お
け
る
平
成
１８
年
度
採
択
課
題
が
選
定
さ
れ
、

本
学
工
学
部
電
気
電
子
情
報
工
学
科

奥
村
典

男
教
授
の
研
究
課
題
「
固
体
高
分
子
型
燃
料
電

池
の
触
媒
使
用
量
大
幅
低
減
に
関
す
る
研
究
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
各
府
省
・
大
学
・
地
方
自
治

体
・
独
立
行
政
法
人
・
Ｔ
Ｌ
Ｏ
等
に
配
置
さ
れ

て
い
る
各
種
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
等
が
発
掘
し
た

大
学
な
ど
の
研
究
シ
ー
ズ
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
実
用
化
に
向
け
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
試
験
研
究
制

度
で
、
全
国
か
ら
５
６
２
１
件
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
よ
り
応
募
課
題
の
新
規
性
、
独
創
性
、

実
用
化
の
可
能
性
お
よ
び
研
究
計
画
の
妥
当
性

に
つ
い
て
技
術
的
評
価
を
行
い
、
１
０
０
８
件

が
採
択
さ
れ
た
。

長
崎
県
か
ら
は
本
学
の
他
、
長
崎
大
学
、
佐

世
保
高
専
な
ど
の
研
究
機
関
で
７
件
が
採
択
さ

れ
て
い
る
。

「
第
１
回
長
崎
水
辺
の
映
像
祭
」
に
お
い
て
、

本
学
の
尾
崎
巧
次
君
（
工
学
部
機
械
工
学
科
情

報
制
御
工
学
コ
ー
ス
４
年
）
の
作
品
（
表
紙
掲

載
）
が
、
携
帯
芸
術
部
門
で
見
事
「
ブ
ロ
ン
ズ

ド
ラ
ゴ
ン
賞
」
を
受
賞
し
た
。「
環
境
芸
術
」

「
携
帯
芸
術
」

の
二
部
門
が

あ
り
、
今
回
、

両
部
門
で

１
４
１
点
の

応
募
が
あ
っ

た
。

〔
第
１
回
〕

７
月
３０
日
（
日
）、
今
年
度
第
１
回
目
を
開

催
。
学
長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
、
学
部
ご
と
の
模

擬
講
義
が
行
わ
れ
、
昼
食
は
学
食
体
験
で
ト
ル

コ
ラ
イ
ス
。
そ
の
後
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
体
験
や
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｅ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
成
、
ミ
ニ
講
義
な
ど
各

学
科
が
主
催
す
る
体
験
学
習
、
見
学
会
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ
ボ
コ
ン
の
出
場

ロ
ボ
ッ
ト
見
学
、
大
型
ヨ
ッ
ト
や
卒
業
生
製
作

ボ
ー
ト
で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

地
域
と
の
交
流

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
や

訪
問
者
▼
多
久
高
校
（
佐
賀
県
）

６
月
２２
日
（
木
）、

佐
賀
県
立
多
久
高
校

の
１
年
生
８０
名
と
引

率
教
員
４
名
が
「
進

路
啓
発
事
業
の
一

環
」
で
本
学
を
訪
問

し
た
。
藤
川
工
学
部

長
に
よ
る
「
高
校
ま

で
と
の
違
い
」「
学

生
生
活
」「
大
学
の
魅
力
」
に
つ
い
て
の
説
明

や
、
多
久
高
校
出
身
の
渡
部
君
（
大
学
院
電
子

情
報
学
専
攻
２
年
）
か
ら
本
学
の
紹
介
を
聞
い

た
。
そ
の
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
バ

イ
オ
マ
ス
実
験
装
置
」「
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
体
験
」「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

の
研
究
に
つ
い
て
見
学
・
体
験
し
た
。

訪
問
者
▼
島
原
翔
南
高
校
（
長
崎
県
）

７
月
１０
日
（
月
）、
長
崎
県
立
島
原
翔
南
高

校
の
１
年
生
４３
名
と

引
率
教
員
２
名
が
本

学
の
学
習
設
備
を
見

学
し
た
。
こ
れ
は
、

大
学
に
お
け
る
学
習

内
容
を
生
徒
に
理
解

さ
せ
、
志
望
進
路
決

定
の
一
助
と
す
る
こ

と
が
目
的
。
瀧
山
龍

三
情
報
学
部
長
の
歓
迎
挨
拶
、
大
学
紹
介
ビ
デ

オ
の
上
映
や
Ｑ
＆
Ａ
方
式
の
質
疑
応
答
を
実
施
。

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ
ボ

コ
ン
出
場
機
」「
マ
イ
ク
ロ
カ
ー
」
を
見
学
・

体
験
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

尾崎巧次君

6



TOPICSTOPICS
嶺
南
理
工
大
学
の
学
生

日
本
語
短
期
研
修

6

「
勉
学
奨
励
基
金
」

奨
学
金
の
授
与

7 ７
月
２５
日
（
火
）、
韓
国
・
嶺
南
理
工
大
学

の
日
本
語
短
期
研
修
の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
研
修
は
６
月
２８
日
の
開
校
式
か
ら
約
１
ヶ

月
。
日
本
語
の
研
修
や
、
日
本
人
と
の
交
流
、

施
設
見
学
な
ど
行
い
ま
し
た
。

修
了
式
は
研
修
生
を
代
表
し
て
李
圭
尚
さ
ん

が
藤
川
工
学
部
長
よ
り
修
了
証
書
を
授
与
さ
れ
、

工
学
部
長
挨
拶
の
後
、
研
修
生
一
人
ひ
と
り
勉

強
し
た
日
本
語
で
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。「
１

ヶ
月
間
、
お
世
話
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」「
韓
国
に
帰
っ
て
も
日

本
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。」「
韓
国
に

帰
っ
て
か
ら
日
本
語
の
勉
強
を
続
け
た
い
で

す
。」「
日
本
で
の
楽
し
い
時
間
で
し
た
。」「
で

き
れ
ば
、
ま
た
長
崎
に
来
た
い
で
す
。」
な
ど
、

開
校
式
の
際
に
は
ほ
と
ん
ど
喋
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
日
本
語
を
、
一
言
、
一
言
確
認
し
な

が
ら
丁
寧
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
指
導
に
当
た

ら
れ
た
先
生
方
か
ら
も
は
な
む
け
の
言
葉
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

７
月
４
日
（
火
）、「
勉
学
奨
励
基
金
」
の
奨

学
金
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
２
年
生
以

上
で
学
力
・
人
格
共
に
優
れ
、
学
業
成
績
が
規

定
に
定
め
る
条
件
を
満
た
し
た
者
」
へ
勉
学
を

奨
励
・
援
助
す
る

た
め
の
奨
学
金
。

今
回
９
名
の
学
生

が
選
ば
れ
、
林
学

長
よ
り
受
給
者
一

人
一
人
に
奨
学
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

講談社より
『だまされ
る脳－バー
チャルリア
リティと知
覚心理学入門』出版。
バーチャルリアリティ

技術の発達と、知覚心理
学の研究によって、脳は
どのように情報を処理し、
どのように「現実」を認
識しているかがわかって
きた。本書は知覚心理学
とバーチャルリアリティ
の最新の入門書となって
いる。

本
学
Ｏ
Ｂ
の
高
校
教
員
を
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
招
き
し
、
本
学
を
さ
ら
に
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
機
会
と
し
ま
し
た
。
大
学
の
紹

介
、
人
間
環
境
学
部
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
バ
ー
ク

ガ
フ
ニ
教
授
に
よ
る
模
擬
講
義
「
長
崎
さ
る
く

博
に
想
う
」、
交
流
会
の
後
、
各
学
科
の
実
験
・

実
習
な
ど
見
学
し
ま
し
た
。

〔
第
２
回
〕

今
年
度
第
２
回
目
を
８
月
２６
日
（
土
）、
に

開
催
。
今
回
も
た
く
さ
ん
の
高
校
生
、
保
護
者

が
参
加
し
、
大
盛
況
で
し
た
。
学
長
歓
迎
挨
拶
、

学
部
・
学
科
別
の
展
示
場
の
見
学
、
学
食
体
験
、

情
報
学
部
の
平
坂
敏
夫
教
授
（
元
花
王
�
取
締

役
）
に
よ
る
模
擬
講
義
「
情
報
の
力
を
つ
か
う
」、

学
部
学
科
の
自
由
見
学
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
３
回
１１
月
１１
日
（
土
）
に
開
催

（
学
園
祭
同
時
開
催
）

�海事プレス
社より
『船舶一問一答 これで
あなたも「船」博士』出版。
慎教授をはじめ、造船

教育に携わる全国の大学
教員によって執筆されて
いる。複雑で高度な技術
を必要とする船舶に関わ
る知識を、初心者にもわ
かりやすいようにＱ＆Ａ
方式で解説している。
本書では造船系の教育

コースがある大学として、
本学、横浜国立大学、東
海大学、大阪大学、大阪
府立大学、広島大学、九
州大学を紹介している。

訪
問
者
▼
韓
国
・
ウ
ル
サ
ン
大
学

８
月
２２
日（
木
）、

韓
国
・
ウ
ル
サ
ン

大
学
海
洋
学
部
の

一
行
が
本
学
船
舶

工
学
科
の
実
習
・

実
験
設
備
等
を
見

学
。
訪
問
し
た
の

は
学
生
２５
名
と
教

員
２
名
、
事
務
ス

タ
ッ
フ
２
名
、
通
訳
１
名
の
計
３０
名
。
日
韓
の

民
間
交
流
と
親
善
を
目
的
に
昨
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
本
学
の
ほ
か
、
九
州
大
学
や

三
菱
重
工
長
崎
造
船
所
を
訪
問
。

訪
問
者
▼
諫
早
東
高
校
の
保
護
者

１０
月
１
日
（
日
）、
長
崎
県
立
諫
早
東
高
等

学
校
の
保
護
者
・
教
員
合
わ
せ
て
２０
名
が
本
学

を
訪
れ
、
大
学
施
設
の
見
学
等
を
行
っ
た
。
保

護
者
に
対
す
る
生
徒
の
学
校
選
択
・
進
路
決
定

指
導
の
た
め
の
学
校
訪
問
研
修
で
、
横
山
人
間

環
境
学
部
長
歓
迎
挨
拶
の
後
、
本
学
の
紹
介
と

説
明
を
実
施
。
施
設
見
学
と
し
て
、
新
技
術
創

成
研
究
所
の
バ
イ
オ
マ
ス
実
験
装
置
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ

植
物
育
成
実
験
を
見
学
し
た
。

出出出出出出出出出出出出出出出出版版版版版版版版版版版版版版版版紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介

北島律之
情報学部知能情報学科助教授

だまされる脳

船船船船船船船船船船船船船船船船舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶一一一一一一一一一一一一一一一一問問問問問問問問問問問問問問問問一一一一一一一一一一一一一一一一答答答答答答答答答答答答答答答答

慎 燦益
工学部船舶工学科教授

これであなたも「船」博士
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11

高
校
の
朝
長
敬
一
郎
教
諭
（
日
本

史
）
が
第
５８
回
毎
日
書
道
展
に
お
い

て
、近
代
詩
文
書
部
門
で「
毎
日
賞
」

を
受
賞
し
た
。

毎
日
書
道
展
は
国
内
最
大
の
書
道
展
。
出
品
総
数
３

万
４
５
１
９
点
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
を
通
過
し
て
選

ば
れ
た
。
毎
日
賞
は
公
募
の
部
門
で
は
最
高
の
賞
で
、

長
崎
県
内
で
は
朝
長
教
諭
と
他
部
門
で
２
人
が
受
賞
。

作
品
は
１１
月
２８
日
〜
１２
月
３
日
ま
で
、
福
岡
市
美
術

館
で
展
示
さ
れ
る
。

高
校
の
笹
田
末
人
教
諭
（
美
術
）
が
マ
ケ
ド

ニ
ア
共
和
国
の
ア
ー
ト
コ
ロ
ニ
ー
か
ら
招
待
さ

れ
、
現
地
で
絵
画
製
作
に
取
組
ん
だ
。
国
内
外

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
一
堂
に
集
ま
り
、
共
に
生

活
し
な
が
ら
作
品
を
制
作
し
、
作
品
を
現
地
に

残
す
と
い
う
も
の
。

昨
年
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
こ
に
出
展
し
た
作
品
を
見
た
マ
ケ
ド
ニ
ア
国

立
現
代
美
術
館
の
キ
ュ
レ
タ
ー
の
方
か
ら
招
待

を
受
け
て
今
回
の
参
加

と
な
っ
た
。
マ
ケ
ド
ニ

ア
は
バ
ル
カ
ン
半
島
南

東
部
の
ギ
リ
シ
ア
・
ブ

ル
ガ
リ
ア
・
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
に
ま
た
が
る
自

然
豊
か
な
地
域
。
こ
こ

で
終
日
、
制
作
に
取
組

ん
だ
。

本
学
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
で
優
秀
な
成
績
を

修
め
た
学
生
に
対
し
、
大
学
及
び
後
援
会
が

そ
の
健
闘
を
た
た
え
、
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。授
賞
し
た
ク
ラ
ブ
・
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

ヨ
ッ
ト
部

６
月
４
日
、

西
彼
長
与
町
白

津
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー
沖
の
大
村

湾
で
開
催
さ
れ

た
「
長
与
町
長

杯
争
奪
第
６
回

大
村
湾
オ
ー
プ

ン
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
」（
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟

主
催
）
で
、
本
学
ヨ
ッ
ト
部
が
デ
ィ
ン
ギ
ー

ク
ラ
ス
で
見
事
優
勝
を
飾
っ
た
。

デ
ィ
ン
ギ
ー
ク
ラ
ス
で
は
、
大
学
ヨ
ッ
ト

部
と
附
属
高
等
学
校
の
ヨ
ッ
ト
部
が
大
活
躍
、

大
学
ヨ
ッ
ト
部
が
１
位
と
５
位
、
附
属
高
等

学
校
の
ヨ
ッ
ト
部
が
３
位
と
４
位
に
輝
い
た
。

水
泳
部

６
月
２４
日
〜

２５
日
、
第
６６
回

九
州
学
生
選
手

権
水
泳
競
技
大

会
で
、
吉
田
司

君
（
情
報
学
部

経
営
情
報
学
部

２
年
生
）
が
男

子
２
部
の
１
０
０
�
と
２
０
０
�
平
泳
ぎ
で

優
勝
。

中
村
秀
徳
君
（
工
学
部
電
気
電
子
情
報
工

学
科
２
年
生
）
も
、
２
０
０
�
平
泳
ぎ
で
８

位
入
賞
を
果
た
し
た
。

陸
上
部

７
月
１
日
、
第
５６
回
九
州
地
区
大
学
体
育

大
会
陸
上
競
技
の
男
子
走
り
幅
跳
び
で
岸
良

広
志
君
（
工
学
部
建
築
学
科
２
年
）
は
自
己

新
（
７
�
１１
�
）
を
だ
し
て
３
位
入
賞
し
た
。

ヨ
ッ
ト
部

６
月
２
〜
４

日
開
催
の
長
崎

県
高
総
体
で
３

年
連
続
・
２７
度

目
の
優
勝
を
果

た
し
た
ヨ
ッ
ト

部
男
子
。
６
月

１６
〜
１８
日
開
催

の
九
州
大
会

（
沖
縄
宜
野
湾
）
で
は
、
ソ
ロ
で
８
位
、
Ｆ

Ｊ
級
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
４
位
と
健
闘
。
８
月
１１

〜
１５
日
開
催
の
全
国
大
会
（
和
歌
山
県
）
で

は
、
古
賀
、
中
野
、
武
次
、
篠
崎
の
４
名
で

挑
み
、ソ
ロ
２９
位
、デ
ュ
エ
ッ
ト
で
は
７
レ
ー

ス
目
で
７
位
に
入
る
健
闘
を
し
た
も
の
の
累

計
得
点
２
０
０
点
で
３８
位
で
終
え
た
。

速
報

１０
月
７
、
８
日
開
催
の
「
の
じ
ぎ
く

兵
庫
国
体
」
で
は
、
古
賀
、
中
野
組
が
少
年

男
子
Ｆ
Ｊ
級
で
７
位
入
賞
し
た
。

野
球
部

第
８８
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
長
崎
大
会

が
７
月
９
日
佐
世
保
野
球
場
で
行
わ
れ
、
１

回
戦
壱
岐
高
校
と
対
戦
。
延
長
１５
回
の
熱
戦
。

決
着
が
つ
か
ず
翌
日
再
試
合
と
な
っ
た
が
今

度
は
３
回
表
２
対
１
で
勝
っ
て
い
た
も
の
の

降
雨
ノ
ー
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。
翌
１１
日
、
３

連
投
の
エ
ー
ス
徳
永
君
を
５
回
に
壱
岐
打
線

が
と
ら
え
２
対
７
で
敗
れ
、
３
日
間
の
熱
戦

に
決
着
が
つ
い
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞
を
授
与

朝
長
教
諭
が
毎
日
書
道
展
で

毎
日
賞
を
受
賞

笹
田
教
諭
が
マ
ケ
ド
ニ
ア

に
招
待
さ
れ
絵
画
制
作

附
属
高
校

夏
を
沸
か
せ
た
ク
ラ
ブ

朝長敬一郎教諭

笹田末人教諭

国体７位入賞の古賀君（左）、中尾君
（２００６．１０．１１長崎新聞掲載写真）
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オオーーププンンススククーールルをを開開催催

附附属属高高等等学学校校

８月５日�、長崎市内の中学生や保護者
が集い、今年第１回目のオープンスクール
が開催されました。
３号館大講義室で、時津校長より歓迎の

あいさつ、学校紹介ビデオの放映の後、「エ
コライト（電子工作）つくり」、「生物の観
察（顕微鏡写真作成）」、「鏡つくり・分光
器つくり」、「オリジナルカレンダーつく
り」のものづくり体験や、ヨットによる網場湾のクルー
ジング体験などに別れ、それぞれのプログラムを体験
しました。
また、運動クラブの見学も行われ、実際の活動状況

を体感しました。
今回のものづくり体験は、大学と連携して、大学の

学生や教員が指導等を担当し、高大連携の一端を紹介
し、体験してもらいました。

９月９日�、第２５回体育祭が開催された。心配された天候
も回復し、絶好の体育祭日和となった当日は、１年から３年
までの各組が赤、青、白、黄の各グループに分かれて、競技
に応援に最後まで全力を尽くした。
生徒と先生が一体となって取り組んだ体育祭。高校生活の
思い出に新たな１ページを刻んだ素晴らしいものとなった。

「高校生ダンス甲子園」
全国２位の実力を披露

体育祭において、３年の山内朋也君が、「高校生ダンス甲
子園」全国２位の実力を披露した。
山内君は、８月に放送された日本テレビ系列「２４時間テレ
ビ愛は地球を救う」のなかで開催された「高校生制服対抗ダ
ンス甲子園」に九州代表として出場。見事全国２位となった
長崎県のダンスチーム「Cool“D”Crew」のメンバーのひとり。
この日は、３年生の思い出の舞台となる仮装行列において、
山内君の指導のもと、クラス全員でダンスを披露。途中、山

内君もソロでダンスを披露し観客を魅了した。

第第２２５５回回体体育育祭祭をを開開催催

9



普通科・男女共学 入学定員 １５０名
●特待生、優待生の資格については専願や併願による
志望がありますので、詳しくはお問合せください。

※特待生制度・優待生制度
特待生…入学金（１２０，０００円）、授業料（月額２６，０００円）、教育充

実費（５，０００円）を全額免除する。

優待生…授業料（月額２６，０００円）を公立高校授業料と同額の月額

９，６００円とする。（月額１６，４００円免除）

入学後、本制度の趣旨に著しく反した場合は資格を取り消すこと

がある。

人員

１０

１０

１０

二次募集
２月１４日�～２月２１日�
３月５日�
３月６日�
本学
３０，０００円
３月１２日�

試験内容
線形代数学および解析学
英語

※�または�より１科目
�材料力学
�流体力学
�本学設置の学科名称の科目（建
築学、機械工学、経営工学、環
境文化学）

�環境計画学基礎
�電子工学
�情報工学

専攻別実施
１．携行品・筆記具・定規・コンパス・電卓・

英語辞書の持込を認める
２．環境計画学専攻の学力試験は、数学・英

語・専門科目のうちから志願者が事前に選
択した１科目のみ実施

系 列
材料工学 構造工学
海洋流体工学 機械流体工学
環境デザイン学 居住環境計画学
環境共生システム工学 環境社会学

電子デバイス学 オプトエレクトロニクス
計測制御学 情報システム学

生産技術学

環境計画学

電子情報学

専 攻

生産技術学

環境計画学

電子情報学

出願期間
学力試験
面 接
試 験 場
受 験 料
合格発表

数 学
外国語

専 門

面 接

備 考

大 学 院

人員

３

二次募集
２月１４日�～２月２１日�
３月６日�
本学
３０，０００円
３月１２日�

専 攻

総合システム工学専攻

［ ］
生産技術コース
情報技術コース
環境技術コース

出願期間
面 接
試 験 場
受 験 料
合格発表

１月１１日�～１月１６日�
�平成１９年３月卒業見込みの者
�基準を満たし学校長の推薦を受けた者
�本校のみの出願者
１２，０００円
１月１８日�
２科目（国語・英語・数学より選択。

英語のリスニングは含まない）
面接
本校
１月２２日�

期 間

条 件

受験料
試験日

科 目

会 場
合格発表

出

願

試

験

推
薦
入
試

附属高等学校

１月１１日�～１月２４日�
平成１９年３月卒業見込みの者
および卒業した者
１２，０００円
１月３１日�
３科目（国語・英語・数学・英語のリ

スニング含む）
面接
本校
２月５日�

期 間

条 件

受験料
試験日

科 目

会 場
合格発表

出

願

試

験

一
次
入
試

３月１２日�～３月１６日�
平成１９年３月卒業見込みの者
および卒業した者
１２，０００円
３月１７日	
３科目（国語・英語・数学
英語のリスニングは含まない）
面接
本校
３月１７日	

期 間

条 件

受験料
試験日

科 目

会 場
合格発表

出

願

試

験

二
次
入
試

附属高等学校

長崎総合科学大学 附属高等学校
〒８５１‐０１９３ 長崎市網場町５３６

ＴＥＬ ０９５‐８３８‐２４１３，
または２４１４

ＦＡＸ ０９５‐８３７‐１９０２

大 学 院

長崎総合科学大学 大学院事務室
〒８５１‐０１９３ 長崎市網場町５３６

ＴＥＬ ０９５‐８３８‐３１１８
ＦＡＸ ０９５‐８３７‐０４９１

学 部

長崎総合科学大学 入試広報課
〒８５１‐０１９３ 長崎市網場町５３６


 ０１２０‐８０１‐２５３
ＦＡＸ ０９５‐８３９‐３１１３

【お問合せ先・出願先】

【修士課程】

【博士課程】
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２００７年度 学生・生徒募集要項

センター試験利用入試
後期

３月１日�
～３月１６日�

－

２科目
１．外国語 （英、独、仏、中、韓）

英語のみリスニングテストを含む
２．地理歴史（世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地理Ａ、

地理Ｂ）
３．数学�（数�、数�・数Ａ）
４．数学�（数�、数�・数Ｂ、工、情報）
５．国語 （国語）
６．理科�（理科総合Ｂ、生�）
７．理科�（理科総合Ａ、化学�）
８．理科�（物�、地学�）
９．公民 （現社、倫、政経）

※学部・学科で入試科目や出題範囲が異なります。
詳細は、お問合せいただくか、大学のホームページでご確認ください。

１３，０００円
３月２３日�

前期
１月９日�
～２月９日�

－

３科目

２月１９日	

一般入試
後期

２月９日�
～３月６日�

３月１１日


２科目
１．数学�（数�＋数�＋数Ａ＋数Ｂ)
２．数学�（数�＋数Ａ)
３．国語（国語総合（古文、漢文を除く））
４．理科（物理�＋�、化学�＋�、生物�＋�）
５．外国語（英�＋英�＋リーディング）

長崎、鹿児島、福岡、
松山、広島、大阪、
名古屋、東京

２８，０００円
３月２３日�

前期
１月９日�
～２月２日�
２月８日�
２月９日�

長崎、佐世保、那覇、
鹿児島、宮崎、大分、
熊本、佐賀、福岡、松山、
広島、岡山、大阪、
名古屋、東京

２月１９日	

出願期間

試 験 日

科 目 等

会 場

受 験 料
合格発表

定員
３５
６０
６０
７５
６０
６０
７５

学科〔コース〕
船舶工学科〔造船技術コース、海洋フロンティアコース〕
機械工学科
電気電子工学科〔電気電子工学科、医療電子コース〕
建築学科〔建築学科、住居学コース（女子のみ）〕
知能情報学科
経営情報学科
環境文化学科

学部

工 学 部

情 報 学 部

人間環境学部

ＡＯ入試

後期

１２月１日�
～３月１６日�

随時

面接（個別）

志望理由書
（出願時提出：６００～８００字）

本学

３０，０００円
２月９日�
３月１３日�
３月２３日�

前期

９月１日�
～１１月３０日�

１１月２７日	
１２月１５日�

推薦入試
後期

一般推薦

１１月２４日�
～１２月６日�

１２月１０日


面接（個別）
小論文
（出願時提出：
６００～８００字）

長崎、那覇、
福岡、大阪

３０，０００円

１２月１５日�

前期
専門高校・
総合学科推薦

１１月１日�
～１１月１４日�

１１月１８日� 長崎のみ
１１月１９日
 長崎を含む全会場

面接（個別）
自己推薦書
（出願時提出：
６００～８００字）

長崎、佐世保、那覇、鹿児島、宮崎、大
分、熊本、佐賀、福岡、松山、広島、岡
山、大阪、名古屋、東京、札幌

１１月２７日	

一般推薦

小論文
（出願時提出：
６００～８００字）

出願期間

試 験 日

科 目 等

会 場

受 験 料

合格発表

学部〔工学部・情報学部・人間環境学部〕
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ネネッットトでで進進路路カカウウンンセセリリンンググ

ブブロロググ

ウ�

ウ�

エ�

エ�

ア�

ア�

オ�

オ�

イ�

イ�

編

集

後

記

ききききききききききききききききき
っっっっっっっっっっっっっっっっっ
かかかかかかかかかかかかかかかかか
けけけけけけけけけけけけけけけけけ
ははははははははははははははははは
書書書書書書書書書書書書書書書書書
道道道道道道道道道道道道道道道道道
部部部部部部部部部部部部部部部部部

高
校
の
時
、
山
水
画
的
虚
無
縹
渺
（
ひ
ょ
う

び
ょ
う
）
の
世
界
に
憧
れ
て
書
道
部
に
所
属
。

顧
問
の
先
生
が
変
わ
っ
た
方
で
、「
漢
文
を
読

む
の
が
中
心
で
、
書
道
は
オ
マ
ケ
だ
」「
書
く

の
は
へ
た
く
そ
で
良
い
」
と
い
う
考
え
で
、
毎

週
一
回
朝
礼
前
に
集
ま
っ
て
漢
文
を
読
ん
で
い

ま
し
た
。
東
ア
ジ
ア
（
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中

国
、
日
本
）
の
共
通
語
だ
っ
た
「
漢
文
」。
漢

文
の
も
と
に
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
を
思
い
描
き
、

漢
文
を
学
ぶ
の
に
便
利
な
中
国
語
を
選
択
し
た
。

静静静静静静静静静静静静静静静静静
寂寂寂寂寂寂寂寂寂寂寂寂寂寂寂寂寂
ななななななななななななななななな
環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境
ににににににににににににににににに
魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
了了了了了了了了了了了了了了了了了

『
京
都
か
ら
長
崎
に
来
た
の
が
５
年
前
に
な

り
ま
す
。
国
道
３４
号
線
の
網
場
道
の
バ
ス
停
か

ら
大
学
へ
向
か
っ
て
歩
き
出
し
た
私
は
、
騒
音

も
な
い
静
寂
に
包
ま
れ
、
山
あ
り
海
が
見
え
る

環
境
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
的
に
有
名
な

長
崎
の
街
か
ら
た
っ
た
２０
分
で
こ
の
理
想
郷
。

今
で
も
海
の
見
え
る
講
義
室
で
授
業
が
で
き
る

こ
と
に
幸
福
を
感
じ
て
い
ま
す
。』

『
本
学
は
日
中
国
交
回
復
前
の
昭
和
４７
年
に

「
中
国
語
」
の
講
義
を
開
講
し
た
り
、
日
本
で

は
じ
め
て
中
国
の
大
学
と
姉
妹
校
と
な
っ
た
大

学
と
し
て
の
歴
史
も
感
じ
ま
し
た
。』

研研研研研研研研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究究究究究究究究
ははははははははははははははははは「「「「「「「「「「「「「「「「「
音音音音音音音音音音音音音音音音音
」」」」」」」」」」」」」」」」」

先
生
は
蘇
州
語
、
元
曲
な
ど
中
国
の
音
楽
や

方
言
、
漢
字
音
を
専
門
と
し
、
一
貫
し
て
「
漢

文
圏
の
音
」
に
つ
い
て
探
求
し
て
き
た
。
崑
曲

（
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
文
化
遺
産
）
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
研
究
で
は
世
界
の
第
一
人
者
。
八
百
年

前
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の「
元
曲
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー

復
元
を
世
界
で
最
初
に
成
し
遂
げ
て
い
る
。

現
在
、
長
崎
「
明
清
楽
（
み
ん
し
ん
が
く
）
」

（
県
指
定
無
形
文
化
財
）
な
ど
の
古
楽
器
の
音

階
測
定
に
つ
い
て
工
学
部
電
気
電
子
情
報
学
科

の
中
村
光
彦
先
生
と
共
同
研
究
を
計
画
し
て
い

る
そ
う
だ
。

５５５５５５５５５５５５５５５５５０００００００００００００００００
音音音音音音音音音音音音音音音音音
ののののののののののののののののの
並並並並並並並並並並並並並並並並並
びびびびびびびびびびびびびびびびび
方方方方方方方方方方方方方方方方方
ににににににににににににににににに
ははははははははははははははははは
秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘
密密密密密密密密密密密密密密密密密
ががががががががががががががががが
あああああああああああああああああ
っっっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたたたたた

こここここここここここここここここ
ののののののののののののののののの
仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕
組組組組組組組組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみみみみみみみみ
ををををををををををををををををを
解解解解解解解解解解解解解解解解解
明明明明明明明明明明明明明明明明明

「
ア
イ
ウ
エ
オ
」
の
並
び
は
、
ア
を
根
本
と

す
る
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
が
元
だ
。

し
か
し
日
本
で
最
古
の
資
料
「
孔
雀
経
音
義
」

（
平
安
時
代
の
仏
教
書
）
で
は
、
順
序
が
「
イ

オ
ア
エ
ウ
」と
な
っ
て
い
る
。『
こ
れ
は
謎
だ
っ

た
の
で
す
が
、ア
を
中
心
と
し
て
逆
渦
巻
状（
右

図
）
に
な
っ
て
い
る
と
世
界
に
先
駆
け
て
解
明

し
ま
し
た
。
実
は
漢
字
音
に
つ
い
て
の
古
代
思

想
は
全
て
イ
ン
ド
の
輪
廻
模
式
に
よ
る
渦
巻
な

の
で
す
。
本
学
紀
要
の
最
新
号
に
発
表
予
定
で

す
。』

中中中中中中中中中中中中中中中中中
国国国国国国国国国国国国国国国国国
語語語語語語語語語語語語語語語語語
ははははははははははははははははは
外外外外外外外外外外外外外外外外外
国国国国国国国国国国国国国国国国国
語語語語語語語語語語語語語語語語語
ででででででででででででででででで
ははははははははははははははははは
ななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいい

『
中
国
語
が
上
手
に
な
り
た
け
れ
ば
、
外
国

語
と
思
わ
な
い
こ
と
で
す
。
長
崎
弁
や
関
西
弁

の
よ
う
に
方
言
と
思
っ
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

で
も
方
言
を
正
確
に
修
得
す
る
の
は
結
構
難
し

い
し
、
科
学
的
分
析
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。「
中

国
語
」
も
「
日
本
語
」
も
漢
文
圏
内
の
一
方
言

と
し
て
対
等
関
係
で
す
。
文
明
論
的
に
は
古
代

中
国
文
明
（＝

漢
文
圏
）
の
一
部
に
日
本
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
今
の
中

国
に
日
本
が
含
ま
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

よ
。』

中中中中中中中中中中中中中中中中中
国国国国国国国国国国国国国国国国国
ののののののののののののののののの
耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳
よよよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりりり
情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報

『
中
国
と
日
本
の
違
い
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
最
近
、
国
情
の
違
い
を
感
じ
た
の
が
、

中
国
製
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
は
地
域
（
国
）

の
制
限
が
な
く
、
各
国
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
見
ら
れ
、

ま
た
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
教
育
系
な
ど

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
安
く
入
手
で
き
る
た
め
、
中
国
の

人
の
方
が
映
画
な
ど
た
く
さ
ん
視
聴
で
き
る
。

著
作
権
上
の
制
限
の
多
い
日
本
で
は
考
え
ら
れ

な
い
事
で
羨
ま
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。』
と
中

国
や
台
湾
で
購
入
し
て
き
た
電
化
製
品
を
前
に

先
生
か
ら
話
を
伺
っ
た
。

石
井

望

工
学
部
言
語
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師

昭
和
４１
年
東
京
都
生
ま
れ

平
成
元
年
京
都
大
学
中
国
文
学
科
卒
業
後
、
中

国
・
蘇
州
大
学
研
究
院
修
士
課
程
へ
留
学
し
平
成

５
年
同
修
了
。
そ
の
後
京
都
大
学
中
国
文
学
の
修

士
課
程
を
修
了
。
同
博
士
課
程
を
満
期
退
学
（
平

成
１２
年
）。

平
成
１３
年
本
学
着
任
ま
で
の
間
、
近
畿
大
学
な
ど

非
常
勤
講
師
を
務
め
る
。

経
済
産
業
省
が
企
業
が
求
め
る
社
会
人
基
礎
力

の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
前

に
踏
み
出
す
力
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）、
考
え
抜
く

力
（
シ
ン
キ
ン
グ
）
、
チ
ー
ム
で
働
く
力
（
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
）。
自
分
は
果
た
し
て
ど
う
か
と
自

問
自
答
す
る
日
々
。

（
Ｔ
）

引
退
宣
言
か
ら
日
本
一
ま
で
の
新
庄
選
手
の
プ

ロ
意
識
。
我
々
大
学
人
と
し
て
の
プ
ロ
意
識
を

反
省
す
る
毎
日
。

（
Ｉ
）

このＱＲコードで
本学携帯電話ホームページにアクセスできます

ホホーームムペペーージジをを活活用用くくだだささいい!!!!

入試情報「受験生の皆様へ」のページに新た
に『ネットで進路カウンセリング』コーナーが
オープンしました。本学の入学希望者だけでな
く、進学を考えている全国の方が対象。進学、
入試など進路の悩みについて本学のスタッフが
お答えしていきます。
URL http://www.nias.ac.jp/counseling/bbs.cgi/

本学が発信するブログ形式の情報コミュニ
ティサイト『NiAS Blog』をオープンしました。
［NiAS Books］［NiAS photo colle］やサーク
ルのページなど、今後公開されます。

URL http://www.nias.ac.jp/blog/

研研究究室室をを訪訪ねねてて

――石石井井 望望先先生生ををたたずずねねてて――
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